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訪問調査日 平成29年7月25日

事前環境に恵まれ、近隣の方とのふれあいも多く利用者が穏やかに過ごす事のできる施設で
す

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】
川と海が近く立地としてやや心配ですが、浜松市と隣接するアクセスの良い場所に事業所は
あります。玄関では車いす外出の利用者と職員に遭遇しましたが、双方朗らかで、「こんにち
は、行ってきます」と弾ける声、笑顔に安堵が湧きます。職員配置に余裕はありませんが、管
理者が兼務することなく各ユニットにリーダーを置くことができ、同僚に注意、指摘ができるベ
テラン職員もいて、組織として前進していることが覗えます。会議での発言がなければ振り、積
極性が欲しいと感ずれば係を使命する等管理者が意見を集め、「もくれん通り」と称する福利
厚生制度を利用した懇親会も開催され、チームワークを築いています。

基本情報リンク先

静岡県磐田市掛塚1778-1所在地

グループホーム竜洋の家　 (1号館）

1  自己評価及び外部評価結果

2276600381

法人名 有限会社アートプロジェクト

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyo
u_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2276600381-

評価結果市町村受理日平成29年6月15日 平成29年12月1日

事業所番号

静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地

事業所名

評価機関名

自己評価作成日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

　（別紙４）

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2276600381-00&PrefCd=22&VersionCd=022
http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2276600381-00&PrefCd=22&VersionCd=022


自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

朝礼の時、声に出して読んで再確認をし実践
しています。定例会の時にも、各階で実践出
来ているか再確認しています

掲示したうえで、理念をベースに各ユニットで半
年毎に「笑顔で」「優しい声がけ」といった具体的
な目標をもち、実践につなげています。訪問時に
も目標に準じた言動があることを視認しました。

散歩、行事、職場体験などで交流できていま
す。町内の草刈、防災訓練に参加していま
す。ボランティアの慰問がある時には近隣に
お知らせしています。

年度初めに自治会の事業計画も届き、１００年続
く蟹町の屋台が駐車場に立ち寄ることは恒例と
なり、地域の敬老会や草取り清掃、災害訓練に
出向くことも毎年継続しています。中学生の職場
体験、ボランティアの訪問もあり、ちんどん屋を
招くときは近所の子どもたちも集まります。

近隣の方とは、散歩、慰問等を通じて交流を
深め、認知症の方への理解も得られていま
すが、まだ十分であるという状況とは言えま
せん。

運営推進会議は定期的に行なっています。
利用者様のご家族にも参加していただける
様、声を掛けています。

開設から１４年となり、地域、行政から万遍なくメ
ンバーを揃えて隔月開催を続けることが叶い、
前回の５月で５３回の運営を重ねています。職員
が持ち回りで記録係として参加していて、地域の
ことや行政分野の学習ができるという効用もあり
ます。

運営推進会議を通じて市の方との連携をは
かり、業務改善等に生かしています。

インシデント等話し合いを繰り返してもなかなか
減らすことが難しい事故件数については、運営
推進会議において地域包括センターから毎回助
言があり、内部だけでは解決しにくい点に応援を
得ています。また磐田市と災害の情報共有でき
るホットラインの登録も済ませています。

実践しており、本部主催の研修を通して理解
を深めています

年１回は本件に係る学習会を実施しています。
日中玄関はオープンですが、ユニットには施錠
があります。入口に向かう利用者には「洗濯干す
のを手伝って～」と声をかけたり、他のユニットに
遊びに行くことで「いつでも外に出れる」という認
識をもってもらえるよう努めています。

本部主催の研修を通して理解を深めていま
す。

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (1号館））
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (1号館））

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

個々での勉強会や、外部の勉強会に参加し
て知識や理解を深める計画です

入居時に説明を行い変更があれば連絡し、
来設時に説明して理解を得ています

運営推進会議での意見を定例会で検討し反
映できる様に努めています

運営推進会議の開催が平日の昼間のため、時
間が許せる限られた家族のみに留まっています
が、普段の面会で「こうして欲しい」「あれが…」と
言ってもらえています。「シャワーでいいからお風
呂は毎日にして欲しい」との家族要望にも応え、
竜洋の家だよりも来月からスタートの予定です。

各種役割（イベント等）を担当する職員を任
命し運営するようにしています

管理者が兼務することなく各ユニットにリーダー
を置くことができ、リーダーでなくても同僚に注
意、指摘ができる職員がいることから、組織とし
て前進していることが覗えます。会議での発言が
少なければ振り、積極性が欲しいと感ずれば係
を使命して、管理者が意見を集めています。

勤務状況を把握し個々のスキルに合わせて
協力しあって業務に努めています

定期的に本部主催の研修に参加し、学習し
て、知識を深めています

交流の機会がもてませんが今後、機会を得
て実施して行く予定です。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (1号館））

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

利用者様の訴えを良く聞いて受け止め、信
頼関係を築けるように努めています

ご家族からの意見や訴え等をよくきいて受け
止め、信頼関係を築けるように努めています

利用者様やご家族の話しをよく聞きそれぞれ
誠実に対応できるように努めています

ご家族との連携を密にして、利用者様のより
良い介護に近づく事ができるように努めてい
ます

利用者様との立場と同じ目線で、相手の意
見を尊重できる様な関係作りに努めています

ご家族からの意見や訴え等を良く聞き受け
止め、信頼関係を築けるように努めています

数ヶ月に１度老人会の食事会に出かける利用者
には職員や近所の知り合いが送迎支援し、馴染
みの美容院に家族と通う人もいます。焼酎が大
好きな人は職員と一緒に買い物で銘柄選びし
て、珈琲好きな人にはおやつで提供したりもして
います。

利用者様が重度化して、自由に関わりあう事
が困難になっているので、職員が代理とな
り、かかわりを持っています
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (1号館））

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

連絡する事はありませんが、退去されたご家
族よりご挨拶があります

本人やご家族から意向を聞き極力反映でき
るように努めています

本人の性向を理解し、意思を尊重している言動
が全般的に行き渡り、できてない職員にも上位
者や先輩が指導していることを視認しました。利
用者のことを話すときも黒子的な言い方に徹して
いて、本人本位の暮らしがあることが伝わりま
す。

本人やご家族から話を聞き、ケアプランや
サービスに繋げられるように極力努めていま
す

重度化してきているので、日常の心身状態を
把握して、状態に合ったサービスを提供でき
るように努めています

本人やご家族から話を聞き、状態等を記録し
参照してモニタリングを行いケアプランを作
成しています

各ユニットに計画作成担当者がおり、１つのユ
ニットのみ介護支援専門員が兼務しています。
定例会議の時間内にカンファレンスやサービス
担当者会議を入れ込むのは難しいため、入浴日
でない等隙間の時間帯を活用して話し合いの場
をもっています。

常に様子を見守り、声かけをして反応やバイ
タル等気づいた事を記録に残しています

グループ内の老健等を保有しているので、利
用者様の状態に応じて紹介しています
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (1号館））

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

ボランティアの組織と協力し、利用者様の楽
しみの時間を工夫しています

ご家族の希望があれば、病院を指定してい
ただき、ご家族の意向に沿うようにしていま
す

これまでのかかりつけ医を継続する利用者は３
分の１程度いて、協力医担当の３分の２の内、通
院が難しいとなれば訪問診療に切り替えてもら
えています。いずれの場合も家族が可能ならお
願いし、無理ならば職員が代行するとし、電話な
どで情報共有しています。

グループ内の看護師と情報を共有し、利用
者様の状態の変化に対応できるようにしてい
ます

ご家族と連絡を取り合い、状態の変化を把握
して、急変にも対応できるように話し合いをし
ています

重度化の兆しがみられたら早い段階でご家
族及び職員と話し合って意向や方針を確認
しています

看取りをおこなう事業所として家族と合意形成で
きていて、昨年も１名をお見送りしています。不
安がすべて払しょくされたわけではありません
が、経験を重ねてきたこともあって、医師や家族
のバックアップに因り前向きに取組めたと自負し
ています。

日頃、職員同士で話し合って備えを確認して
います。消防の指導の下AED訓練を行なって
います

定期的に防災訓練を行い、課題があれば会
議等で検討しています

年２回の法定訓練の他津波避難訓練も加え、日
常のなかでも担架搬送などを練習して念入りで
す。居室前には「介助歩行」といった救助方法へ
の情報が掲示され、また「済」と書いた、避難確
認可能なシールも備わっていて、実際の活用方
法については今後協議していく予定です。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (1号館））

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

職員同士、気になったことを注意しながら尊
厳を大切にしています

食事用エプロンの大きさは身体のサイズにあっ
たもので用意され、またヨダレにタオルを充てよ
うとする職員に同僚が「本人が気にするから」と
制しているといった、尊厳への気遣いの場面も
幾つか見かけ、総体として尊重の姿勢が根付い
ていることを確認しました。

日常生活の中で、できる限り意向を引き出せ
る声掛けを行い無理の無いよう実施していま
す

利用者様のレベルに個人差があるので個々
の状態で判断し適切な方法で実施していま
す

二ヶ月に一回、訪問の美容師さんにカットを
してもらっています。季節に合わせ衣類を家
族の方に持参していただけるようにお願いし
ています

年に一回嗜好調査を行い反映できるようにし
ています

食材は業者から入っていますが、職員の手作り
で家庭的な味が楽しめています。昼食は３００円
とリーズナブルで、軽食といった感じを受けるラ
ンチが提供されています。男性には大き目の器
でとか、ミキサー食にしたりと、それぞれの嗜好
や身体状態に即して工夫出来ていました。

利用者の食後、同じテーブルで弁当やパ
ンを取り出して職員が食事することに違和
感を覚えます。利用者と積極的に関わる
様子もないため、このことが利用者にとっ
て有益なのかどうか、此処は利用者の家
なのではないか、見直しを期待します。

個人の状態に合わせた栄養摂取方法を工夫
しきちんとバランスが取れるようにしています

毎食後、できる方には自力で、困難な方には
職員の援助で口腔ケアを行なっています
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (1号館））

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

ひとり一人に応じた排泄ケアをおこなってい
ますがトイレにて排泄できる方が少なくオム
ツ対応の方が多くなっています

トイレの扉は特段の理由はなく、開設当初からア
コーディオンカーテンで、また現在トイレの位置
がわからなくなってしまう人のために１階は常に
開け放たれています。定時誘導のほか、動きな
どの癖で見極めてトイレに誘い、なるべく「トイレ
で」「失禁なしで」を目指しています。

トイレは臭いもなく、清掃が行き届き清潔
でしたが、常時開けておく以外に改善策
がないか、検討することを期待します。

下剤や座薬など使用して排便を促していま
す。必要な方はかかりつけ医に相談していま
す

ひとり一人の希望やタイミングに合わせるこ
とが困難な為、ホームでの決まった時間内で
入浴して頂いています

２７名中、浴槽をまたぐことが難しくなった５名が
シャワーチェアに切り替えています。扉の内側に
カーテンも取り付けられて羞恥心にも配慮があ
る環境で、週２～３回を目安に入浴が叶っていま
す。「仲間と話したいから二人で」「ぬるいのがい
い」と、希望に副って愉しめています。

利用者様によっては、日中でも居室にて入床
して休息していますが、大半の方は日中は
ホール内にて穏やかに過ごされています

利用者様それぞれの薬の内容や服薬時間
等を理解し状態の変化にも対応しています

利用者様全般に重度化がみられるため以前
よりも積極的な気分転換等の支援が困難に
なっています

天気の良い日には散歩に出掛けたり、買い
物に職員と一緒に利用者様も出掛けていま
す

年間行事に外出企画は位置付けていませんが、
近場のちょっとしたお出かけは継続しています。
春の花見やお弁当を持参して青空給食をした
り、過度な寒さ、暑さがない時期には季節の風
情を愉しむ機会をつくり、思い出写真の掲示もお
こなえています。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (1号館））

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

個人の管理能力を考慮し、必要に応じて職
員と一緒に買物に行き希望するものを購入し
ています

原則、自由ですが通話者同士の誤解のない
ように注意して立会い見守りをする事があり
ます

季節に合った掲示物を工夫し利用者の方に
も協力していただいて作成しています

どのユニットにも大きな窓があり採光も十分です
が、１階はプライバシーに配慮して薄地のカーテ
ンが引かれ、光と景色を堪能できないことがや
や残念です。２階は自立の人が多く一緒にクラフ
ト作品を作っていますが、他の階も見た目に遜
色ないところに、職員の心遣いを感じます。

安全な動作、移動ができるよう職員が関わり
周囲に気を配って安全に配慮しています

個々の居場所を確認し、落ち着いて過ごせる
ようにしています

個人に思いいれの深いものを居室に置いて
いただき安心できる配置を工夫しています

テレビやデッキはあるものの大きな持ち込みは
なく、伴侶の遺影を置いたり、レクリエーションで
作ったものを飾り、小物で以てその人らしい部屋
づくりが成されています。寄贈されたアクリルた
わしのドレスや花がそれぞれ異なる色で表札代
わりに示されているのが印象的です。
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平成 29 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○

○

○

○ ○

○
○

○
○

○

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2276600381 ホームの周りには緑豊かな畑に囲まれ、その中季節ごとの作物やお花を見たり触れることが
できる環境に恵まれています。ホームでの生活は一人ひとり自分のペースで過ごされており、
利用者に合わせて出来ることをしてもらい、その中で集団レク、午前中はラジオ体操、水戸黄
門体操午後はペットボトル体操を取り入れ他者と繋がりを持てるようにしています。また、明る
く活動的、安心して暮らしていただけるように笑顔は欠かさず、利用者の介助は快くしアット
ホーム的なホームを目指しています

法人名 有限会社アートプロジェクト

事業所名 グループホーム竜洋の家　 (２号館）

所在地 静岡県磐田市掛塚1778-1

自己評価作成日 平成29年6月15日 評価結果市町村受理日 平成29年12月1日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2276600381-00&PrefCd=22&VersionCd=022 川と海が近く立地としてやや心配ですが、浜松市と隣接するアクセスの良い場所に事業所は
あります。玄関では車いす外出の利用者と職員に遭遇しましたが、双方朗らかで、「こんにち
は、行ってきます」と弾ける声、笑顔に安堵が湧きます。職員配置に余裕はありませんが、管
理者が兼務することなく各ユニットにリーダーを置くことができ、同僚に注意、指摘ができるベ
テラン職員もいて、組織として前進していることが覗えます。会議での発言がなければ振り、積
極性が欲しいと感ずれば係を使命する等管理者が意見を集め、「もくれん通り」と称する福利
厚生制度を利用した懇親会も開催され、チームワークを築いています。

評価機関名 株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地 静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

訪問調査日 平成29年7月25日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (２号館））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

管理者と職員は理念を共有し、朝礼時には
施設の理念を唱和し日々実践してます

地元の人達と交流に努めている。防災、草
刈、敬老会に参加し交流に努めています

推進会議等で自治会の方やご家族の方に施
設で実践している事を話しています

2ヶ月に1回開催している。家族、自治会長、
地域包括、市の担当者が参加しホームでの
取り組みを報告し、またアドバイスを頂いて
いる

運営推進会議で地域包括、市の職員等が参
加され、ホームの様子を開示し情報交換や
相談をしている

身体拘束をしないケアに取り組んでいる。や
むを得ず帰宅願望の強い利用者がいる場合
は玄関の施錠をする事もあります。本部主催
の研修会などに参加し、禁止対象となる具体
的な事例など聞き理解し参考にして取り組ん
でいる。

本部主催の勉強会に参加し、防止に努めて
いる。管理者からも注意、指導をうけていま
す。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (２号館））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

特に行なっていない

契約の際は、契約書を読み説明し不安や疑
問点を尋ねながら理解と納得を図っている

運営推進会議に家族も参加できれば出席し
て頂き面会に来られた際は要望等を聞いて
いる

管理者が気づいた場合やたの職員の意見等
を話す機会を作っている。本部主催の懇親
の席も意見交換の場になる

職員の勤務状況を把握し、個々の要望を聞
き働きやすい環境となるように努めています

資格を取るようにすすめています

本部の研修会に参加しひとり一人のレベル
アップにつなげている
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (２号館））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

利用者の話に日々耳を傾け、信頼関係作り
に努めている

家族が困っている事、要望等に耳を傾け、信
頼関係作りに努めている

本人と家族の意向を聞き取り、何が必要かを
見極めたサービスを行なっている

利用者と世間話やテレビニュースなど話題を
広げて会話に努めている

家族に連絡を取ったり、月次報告書に記入し
様子を報告したりしながら利用者を支えてい
く関係を築いている

受診の帰りに自宅により家人との会話を楽し
んでもらったり支援している

耳の不自由な利用者同士の会話は職員が
間に入り孤立しないようにしている。役割を
決めてやってもらったり、トラブルを避ける
為、席を替えたりし支援に努めています
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (２号館））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

利用者の契約が終了しても相談などがあれ
ば随時支援に努めている

本人の希望を聞き、買物や外食等など満足
してもらえるようケアプランに取り入れ検討し
ている

本人や家族からの話を聞き、把握するように
努めている

ひとり一人の体調を観察しながら役割を決め
出来る事をやってもらつている

本人や家族に意向を聞き、計画作成担当者
がモニタリングをし、プラン作成を行ない、現
場の詳細を他の職員と話あいながら進めて
いる

個人別介護記録に日々の様子を記入し、気
づいた事があればメモして職員間で情報を
共有している。状態が変わったりした場合は
介護計画に生かしている

グループ内でケアセンター等を有している
為、利用者の状況に応じ紹介している
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (２号館））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

紙芝居やフラダンス、ちんどん屋等のボラン
ティアの方が来てくださいました

かかりつけ医は職員が付き添い、日中の様
子など介護記録を持参し、医療判断が的確
になるよう支援し、薬の変更などはケース記
録に記載し緊急時対応に備えています

週に1度看護師が来設されるので相談をして
います

病院関係者と情報交換を蜜にして相談に努
めています

方針を共有する為、家族やかかりつけ医と話
し合いをしています

AEDの訓練を消防付き添いで行なったりかか
りつけ医に連絡を取っている

推進会議の際自治会長に協力を依頼してい
る。地震、火災、津波、夜間想定などの訓練
に取り組んでいる。車椅子【赤】介助歩行
【黄】の表示を居室に貼り備えています
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (２号館））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

その人にあったなじみの言葉、方言を使い親
しみを持って対応している

利用者の希望を聞き、出来る範囲で支援し
ている

出来る限り一人ひとりのペースに合わせいる
が、集団生活での実施は難しいこともある

自分で選べる利用者には好きな洋服を着て
もらったり口紅などつけてもらっている

食が進むように彩を良くし、食べやすくカット
し提供している。お汁粉、おはぎ作り、野菜
の皮むきなど出来る事は一緒に行なってい
る

ひとり一人の体調を観察しながら役割を決め
出来る事をやってもらつている

毎食後、口腔ケアを行なっています
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (２号館））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

ひとり一人排泄パターンを把握し失禁を少な
くする為その人に合わせて声掛けや誘導し
て自立支援を行なっている

バナナやヨーグルトを食べたり、センナ茶を
飲んだりしている。散歩や室内歩行の運動を
し予防に努めています

曜日は決めてあるがその人にあわせて長風
呂であっありシャワー浴であったり体調にあ
わせて希望どうりに対応しています

各自、居室で休んだりホールで過ごしたりし
てる

薬が変われば介護記録に記入し、症状の変
化に対応する

掃除、洗濯物たたみ、食器拭き等できる利用
者に手伝って貰い必ずねぎらいの言葉を掛
けている。散歩や買物に行ったりレクを楽し
んでいる

施設の行事として春頃にお花見、海洋公園
で昼食を取ったりしている。ユニットでは利用
者の要望を聞き年に数回外食に出掛けま
す。
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (２号館））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

お金はホームで預かっており、本人はもって
いないが希望に応じて一緒に買物に言ったり
買ってきてあげています

本人が電話を掛けたいと訴えがあった場合
は希望どうりに対応しています

季節の花を飾ったりソファーに座り自由にテ
レビを見たり出来るようにしています

居室、自席が分かるように名前を貼ったり、ト
イレの使用が分かるように札をつけ、一人ひ
とりが役割を持ちカーテンの開け閉め、テー
ブル拭きなど出来る事を探し自立できるよう
に工夫している

一人ひとりが自由に好きな場所で過ごしてい
ます

家具、テレビ等本人が使っていたものを置き
自宅で過ごしているような感覚を持ってもらう
ようにしています。また、本人が作った作品な
ど飾っています
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平成 29 年度

【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○

○

○
○

○
○

○ ○

○ ○

○

　（別紙４）

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 2276600381 自然が豊かで利用者がゆったりと心穏やかに過ごせる立地環境にあります。近隣の方との交
流では畑で取れた野菜を頂くなど温かな触れ合いがあります

法人名 有限会社アートプロジェクト

事業所名 グループホーム竜洋の家　 (３号館）

所在地 静岡県磐田市掛塚1778-1

自己評価作成日 平成29年6月15日 評価結果市町村受理日 平成29年12月1日

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

基本情報リンク先 http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2016_022_kani=true&JigyosyoCd=2276600381-00&PrefCd=22&VersionCd=022 川と海が近く立地としてやや心配ですが、浜松市と隣接するアクセスの良い場所に事業所は
あります。玄関では車いす外出の利用者と職員に遭遇しましたが、双方朗らかで、「こんにち
は、行ってきます」と弾ける声、笑顔に安堵が湧きます。職員配置に余裕はありませんが、管
理者が兼務することなく各ユニットにリーダーを置くことができ、同僚に注意、指摘ができるベ
テラン職員もいて、組織として前進していることが覗えます。会議での発言がなければ振り、積
極性が欲しいと感ずれば係を使命する等管理者が意見を集め、「もくれん通り」と称する福利
厚生制度を利用した懇親会も開催され、チームワークを築いています。

評価機関名 株式会社第三者評価機構　静岡評価調査室

所在地 静岡市葵区材木町８番地１　柴山ビル1F-A

訪問調査日 平成29年7月25日

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64
通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに
4. ほとんどない 4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

59
利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66
職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67
職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない



自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症
の人の理解や支援の方法を、地域の人々に向け
て活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準におけ
る禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解し
ており、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケ
アに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (３号館））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

朝礼時に唱和し意識を共有し実践していま
す

地域の行事に参加し、交流していきます。運
営推進会議に自治会長も参加頂き意見を聞
いています

散歩の際、近所の方への声掛けや個別の交
流を通じて理解を広めています

ご家族、市職員、自治会長の方々に参加頂
き意見を反映させて頂きます

必要事項の連絡は取っていますが、それ以
上はコミュニケーションが疎遠になっていま
す

日頃より職員同士で意識し禁止事項がない
ように努めています

定例の職員会議、本部主催の研修で学習
し、防止に努めています
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (３号館））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環
境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

各人で理解するよう努めているが、合同で話
し合える機会が持てるよう検討しています

入居時に十分な説明を行なっています

定例会で意見の集約を行い取り入れていま
す。玄関に意見箱を設置しています

定例の会議運営推進会議で提案を出して、
協議し反映させています

定期的に本部主催の研修に参加し技能の向
上に努めています

定期的に本部主催の研修に参加し技能の向
上に努めています

同業者との交流の機会はないので、今後、
交流の機会が持てるように努めます
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (３号館））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

日々の介護生活を通じて、何が不満なのか
を理解し個々に応じた声掛けをして訴えを聞
いています

いつでも家族と連携できる体制をとり適切に
連絡をして信頼関係を構築しています

支援できる事について十分な説明を行い理
解いただいています

個々の話を傾聴し、相手の立場や思いを理
解するように努めています

必要に応じて家族に利用者の希望を伝え協
力して頂けるよう努めます

会話に馴染みの人、場所の事を入れて思い
だせるようにして、穏やかに以前の事が振り
返る事が出来るようにしています。

各利用者の性格、立場を理解し各人の尊厳
に配慮した対応を心がけていますけい
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (３号館））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に
努めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

契約が終了しても、家族の相談や希望に答
えられるよう努めています

個々の出来る事を出来るだけ行なえるようま
た、本人や家族と話し合い、支援できるよう
努めています

今まで使っていた家具、食器、寝具などを
使ったり家族、利用者に聞いて把握できるよ
う努めています

個々の状態に合わせた声掛け、レクリエー
ション、リハビリなど対応し、健康状態を保っ
ています

情報を共有し、家族と連携を図り、ケアプラン
の作成に努めます

一日の様子を毎日記録し変化があれば職員
間で話し合いながら実践しています

個人のニーズに対応出来ることは対応し、家
族とも話し合って柔軟な支援に取り組んでい
ます
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (３号館））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納
得が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築き
ながら、適切な医療を受けられるように支援して
いる

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関
係者との情報交換や相談に努めている。あるい
は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づ
くりを行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んで
いる

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につける
とともに、地域との協力体制を築いている

敬老会など地域の行事参加やボランティア
による踊りや歌などを楽しめる環境を作れる
よう努めています

日々の様子、変化などに気づき、かかりつけ
医に相談して適切な医療が受けられるようし
えんしていきます

週に一度看護師が来設し相談や状態の変化
に対応できるようにしています

入院中も連絡を取ったり、面会で状態を確認
し病院からの要望を受けながら対応していま
す

重度化や終末期のあり方について早い時期
から本人、家族と話をしています。施設で出
来る事を十分に説明し医療ともチームで支援
しています

各職員、応急手当テキストを読むなど教育を
行い急変時に備えています

年2回の防災訓練と火災想定の訓練を行っ
ています
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (３号館））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好
みや力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準
備や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に
応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケ
アをしている

人生の先輩である利用者さん達には、お世
話させていただいているのだという気持ちで
対応しています

個々の希望を伝えて来る方は少なくテレビを
見ているだけという方が多い。希望があれば
対応していきたい

介助をするにあたって声掛けを行い相手の
反応を見ながら行なっています。拒否があれ
ば無理に行う事はしません

髪をとかしたり顔を拭いたり、介助が必要な
方には毎朝身だしなみを整えるお手伝いをし
ています

フルーツ(缶詰）の盛りつけなど利用者に行
なってもらったり野菜の皮むきなど行なっても
らっています

麺類などでつけ麺のほうが食べやすい方に
はそのように工夫しています

朝、昼、夕と1日3回口腔ケアを行なっていま
す。必要な方には介助してケアしています
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (３号館））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

個々の排泄パターンを把握し声掛け、誘導し
支援を行なっています

排便のチェック行いリズム良く排便できるよう
に主治医と相談しています

介護全般の流れの中で時間的制約があり、
個々の希望にそった支援は困難です

夜間の入眠状態を把握し日中の生活のリズ
ムが作れるようにつとめています

処方時に薬の種類、副作用他注意事項を確
認し適切に服薬するように努めています

身体機能が衰えないようなるべく体を動かせ
るように出来るだけお手伝いをお願いしてい
ます

家族と協力して外出出来るようにしたり、職
員と一緒に近所を散歩して気分転換を図っ
ています
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自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

静岡県（グループホーム竜洋の家　 (３号館））

自
己

外
部

項　　目
自己評価 外部評価

実践状況

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

ホームの金庫にて管理し、受診時おやつ代、
必需品を購入したい時に職員と買物に行っ
たりしています

必要があったときには希望に添うよう対応し
ています。本人にはホームの電話で電話して
もらうか職員が変わりにかけています

玄関に職員が持ってきた花を飾ったり、トイレ
が汚れている時はすぐに掃除して清潔が保
てるように努めています

分かる事も日々忘れてしまう事も多いです
が、食事の盛り付け、縫い物、タオルたたみ
など日常に出来る事をしていただいています

一人で過ごせる場所は居室のみで、本人の
意思で居室で過ごしたい方は自由に過ごし
て頂いています

壁に家族の写真を貼ったり、枕元にかわいく
折った折り紙等をかざっている利用者もいま
す
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